
東京音楽大学自己点検・評価委員会規程 

 

平成５年４月１日制定 

 

（目的） 

第１条 東京音楽大学自己点検・評価委員会（以下「委員会」という。）は、東京音楽大学

学則第２条の３及び東京音楽大学大学院学則第２条の２に基づき、東京音楽大学及び東

京音楽大学大学院（以下「本学」という。）の教育研究水準の向上を図り、本学の定め

る目的及び社会的使命を達成するため、教育研究活動等に関する自己点検・評価を行い、

その結果を公表することを目的とする。 

 

（審議事項） 

第２条 委員会は、前条の目的を達成するため次の事項を審議する。 

(１) 自己点検・評価の方針、評価項目及び評価指標等の設定 

(２) 自己点検・評価の実施 

(３) 自己点検・評価報告書の作成及び公表 

(４) 大学機関別認証評価及びその他の第三者評価に関する事項 

(５) 自己点検・評価及び大学機関別認証評価等に基づく改善の提案 

(６) 本学の使命・目的及び中期目標・計画の有効性に関すること。 

(７) その他委員会が必要と認める事項 

（構成） 

第３条 委員会は、次の委員をもって構成する。 

(１) 学長が指名する専任教員 20名以内 

(２) 事務局長 

(３) 理事長が指名する専任職員 若干名 

（委員の選出） 

第４条 前条の委員は、学長が委嘱する。 

（任期） 

第５条 委員の任期は２年とし、４月１日に始まり翌々年３月３１日に終わる。ただし、

再任は妨げない。 

（欠員等の補充） 

第６条 委員に欠員が生じた場合は、必要に応じて学長の指名により補充する。また委員

会の活動に必要と認めた場合は、学長の指名により委員の補充、交代等を行うことがで

きる。 

２ 前項により指名された者の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員長・副委員長） 

第７条 委員長は学長が指名する。 

２ 必要に応じて副委員長若干名を学長の指名により置くことができる。 



（委員会の招集） 

第８条 委員長は必要に応じて委員会を招集し、その議長となる。 

２ 委員長が必要と認めたときには、委員以外の者の出席を求め意見を聴取することがで

きる。 

（会議の成立） 

第９条 委員会は委員の過半数の出席をもって成立する。 

（報告） 

第１０条 委員長は、審議の結果を教授会、大学院音楽研究科委員会及び理事会に報告す

るものとする。 

（委員会事務） 

第１１条 委員会の事務は、教務課が行う。  

２ 委員会には、必要に応じて事務職員を置くことができる。 

（規程の改廃） 

第１２条 この規程の改廃は、理事会の議決を経て行うものとする。 

 

 

附  則 

この規程は、平成５年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成７年１１月２１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成１３年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成２０年３月２９日から施行し、平成１９年４月１日から適用する。 

附 則 

この規程は、平成２１年１１月２日から施行し、平成２１年８月１日から適用する。 

附 則 

この規程は、平成２５年１２月１７日から施行し、平成２５年４月１日から適用する。 

附 則 

この規程は、平成３１年４月１日から施行する。 

 


